
　　

≪説明対象医療機関≫ ３医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

資料１－３

病床配分希望について（南多摩）



（様式１－１）

（南多摩医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 0 床 一般 0 床

療養 150 床 療養 48 床 療養 198 床

計 150 床 計 48 床 計 198 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 3 （病棟） 150 （床） （病棟） 48 （床） 3 （病棟） 198 （床）

開設予定時期 令和 5 年 8 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 内科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は医療療養病床150床の病院であり、高度急性期、大学病院・災害医療センター等のバックベッドとして、多くの患者様を受け入れております。病床稼働率につきましては2022年4
月までは八王子市医師会のご指導により稼働率は漸次増床することとして60％程度に抑えておりましたが、12/15現在では約95.3％となっております。コロナ禍の現状において、当院
をはじめとした医療療養型病院の必要性は依然として高いものと考えており、この度の増床を希望いたします。ご許可を頂いた暁には、これまで以上に急性期病院の受け皿として、ア
フターコロナ患者様はもちろんのこと、医療度の高い患者様をはじめとした、人工呼吸器・指定難病・透析・HIV等多様な患者様を受け入れて参ります。現在、地域における在宅チーム
からのレスパイト入院、また夜間・休日における受け入れにも積極的に取り組んでおり、緊急入院の受け入れにも努力をしております。今後も地域における保健・医療・福祉施設の顔
の見える連携に積極的に参画し、更なる南多摩医療圏地域医療へ貢献していきたいと存じます。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

2023年1月に防水型人工呼吸器を追加として11台購入予定です。

※高額医療機器の導入など

八王子市医師会との協議を受け、八王子市及び近隣での職員募集や他医療機関からの採用は控え、2022年度中に看護師12名、看護助手6名の採用を計画しています。すでに来年
度新卒看護師5名に内定を出しているほか、当法人内の「医療創生大学」看護学部、および看護専門学校３校の卒業生の採用を含め2023年4月に計6名の看護師採用を予定しており
ます。また当法人ＥＰＡ看護師・看護師候補生（看護補助者）の採用も積極的に行い、病院理念に沿った業務実践ができる人材へ育成していきます。またグループ内病院・施設間転勤
制度や出向体制を活用して職員を確保し、安全な医療・看護・介護サービスが提供できる体制を計画的に整備していきます。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

療養病棟入院基本料１  48床
※下記項目「病床数」の補足：増床にあたり、既存の病棟改修により増床工事を行いますので病棟数「3」で変更はありませんが、看護単位は2倍となり現在の3看護単位から「6看護単
位」とする予定です。

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

88.4

医療機関名 AOI八王子病院 医療機関所在地 八王子市明神町4-21-4

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団葵会 開設者所在地 千葉県柏市小青田1-3-12



（様式１－２）

出席者

令和 4 年 8 月 25 日

【申請者側】
医療法人社団葵会　AOI八王子病院長　新博次
事務牧野誠二
【調整相手方】
八王子市医師会	鳥羽正浩会長
東京医科大学八王子医療センター池田寿昭病院
長
右田病院右田隆之院長
永生病院安藤高夫理事長
飯田達能院長
陵北病院田中裕之院長
清智会記念病院	横山智仁理事長
東海大学八王子病院向井正哉院長
八王子市健康医療部健康医療政策課井上茂	課長
他　合計47名

令和 4 年 12 月 12 日

【申請者側】
医療法人社団葵会　AOI八王子病院長　新博次
事務牧野誠二
【調整相手方】
都病院協会安藤高夫副会長
地区医師会代表鳥羽正浩会長
歯科医師会代表竹内将人支部長
薬剤師会代表橘隆二会長
看護団体代表鳥羽真弓東京医科大学八王子医療
センター看護部長
医療機関代表（高度急性期）向井正哉東海大学医
学部付属八王子病院長
医療機関代表（急性期）右田隆之右田病院長
医療機関代表（回復期）飯田達能永生病院長
医療機関代表（慢性期）田中裕之陵北病院長
渡邉洋子八王子市保健所長
菅野匡彦八王子市健康医療部長

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

「八王子市医師会病院部会」が臨時開催され、院長新博次よりAOI八王子病院の病床配分申請について説明を
行った。
質疑応答のち、増床について異議がないことを満場一致で了承を得た。

「令和4年度東京都地域医療構想調整会議八王子分科会」が開催され、院長新博次よりAOI八王子病院の病床配
分申請について説明を行った。
質疑応答のち、増床について異議がないことを満場一致で了承を得た。



（様式１－１）

（南多摩医療圏域）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 200 床 一般 200 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 200 床 計 200 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） 4 （病棟） 130 （床） 4 （病棟） 130 （床）

回復期機能 （病棟） （床） 2 （病棟） 70 （床） 2 （病棟） 70 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 8 年 4 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 整形外科、内科、外科、脳神経外科、麻酔科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

町田市において、一般病床及び救急告示病院の需要に対して供給数が少ないと認識しています。町田市及び南多摩医療圏共に日本医師会の地域医療情報システムにて10万人
に対する一般病床数や病院数も少ないことを示しています。また、町田市の相原町の地域（相原地区）では救急医療を要する意見が出ていることも伺っています。医療法人泰一会
は、救急告示病院である埼玉県飯能市に飯能整形外科病院と東京都東村山市に多摩北整形外科病院を運営しています。今までの運営ノウハウを活かした外傷を中心とした救急
告示病院を開設したいと考えました。また、新型コロナウイルス感染症が拡大する前より災害拠点病院を目指す病院の開設の必要性について考えておりました。町田市の南多摩
医療圏において、救急車の応需率が第7波の新型コロナウイルス感染症の流行の際には50％以下になった地域もあると伺っています。そういった状況下にて、地域の既存病院と
連携をしっかり図り、地域の救急医療や救急医療後の受け皿となる回復期病床を開設したいと考えています。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

救急処置室関連医療機器、手術室関連医療機器、ICU関連医療機器、ＭＲＩ、ＣＴ等の画像診断機器。

※高額医療機器の導入など

医師数8人・看護師数25人・薬剤師数2人でスタートし、約２年かけて東村山にある多摩北整形外科病院を中心に募集をかけて研修期間を経て、人員を補充していく予定としていま
す。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

急性期一般入院料5（130床）　　回復期リハビリテーション病棟入院料１（70床）

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

医療機関名 南多摩中央病院(仮称） 医療機関所在地 町田市相原町982番地

病床配分希望について

開設者名 医療法人　泰一会 開設者所在地 埼玉県飯能市東町12-2



（様式１－２）

出席者

令和 5 年 1 月 5 日

町田市（中坪祐一、田村光平）、町田地区医師会
（林泉彦、山下弘一、村野浩太郎、増子達也、五
十子桂祐、阿部斉人）、多摩丘陵病院（島津元秀、
伊達健夫）、ふれあい町田ホスピタル（小林信之）、
上相原病院（末原知明）
 
申請者
南多摩中央病院　永井一郎、今村努、武永彩

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

【東京都地域医療構想調整会議　町田市分科会の開催】
病床配分申請に係る経緯及びスケジュール説明。質疑応答、意見交換。
職員の募集について、段階的に病院運営を大きくしていき、東村山の多摩北整形外科病院にて研修してから人員
補充をしていく旨説明し、納得して頂いたような状況です。また、市からの資料でも示されている通り医療過疎地域で
あり、災害時の対応についても不十分である地域である旨説明を受けましたので、開設することにおいて前向きな状
況と判断致しました。



（様式１－１）

（南多摩医療圏域）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 0 床 一般 19 床 一般 19 床

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 0 床 計 19 床 計 19 床

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） 1 （病棟） 19 （床） 1 （病棟） 19 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 6 年 9 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

地区医師会との調整状況

診療科目 整形外科、麻酔科

整備概要

増床 移転・増床　　

診療所の開設予定地である町田市は、総人口は微減傾向にありますが、65歳以上の高齢者人口は引き続き増加するものと予測されます。それに伴い医療需要も増加傾向が続く
ものと予想されることから、将来的な医療供給が不足する地域に対し、医療を通じた社会貢献を行いたいと考えています。当地域に脊椎専門の有床診療所を新たに開設すること
で、東京都心中心であった専門医療について地域的分散を図ることができるものと考えます。
また、当診療所は単なる脊椎外科の専門施設としての機能に限定せず、地域医療へ貢献すべく地域での役割も果たし、脊椎・脊髄手術を通じた元気な高齢化社会づくりの一翼を
担いたいと考えます。地域の整形外科標ぼうの医療機関、回復期リハビリテーションを行う医療機関、介護施設などと連携することで地域医療に貢献させていただきたいと考えて
おります。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

MRI装置、CT装置、外科用X線撮影装置、骨密度測定装置

※高額医療機器の導入など

医師：3名（非常勤含む）、看護師：14名、看護補助：3名、放射線技師：2名、事務：8名
医師については術者となる1名が内定済み。看護師については前職の同僚から複数名の勤務希望を確認しております。その他人員に関しては、インターネットなどの求人媒体、ハ
ローワークなどを利用し募集予定です。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

有床診療所入院基本料

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

医療機関名 東京町田スパインクリニック（仮称） 医療機関所在地 町田市森野六丁目７８番１　他

病床配分希望について

開設者名 河野　龍太 開設者所在地 （個人開設予定のため不記載）



（様式１－２）

出席者

令和 4 年 10 月 19 日
町田市医師会
阿部 斉人氏（町田市医師会　事務長）
河野 龍太（東京町田スパインクリニック（仮）院長）

令和 4 年 11 月 8 日

町田市保健所
中坪 裕一氏（保健総務課　課長）
田村 光平氏（保健総務課　担当課長）
佐々木 明彦氏（保健総務課　保健医療係）
川江 雅彦（総合メディカル株式会社　河野医師代
理）
東 伸龍（総合メディカル株式会社　河野医師代理）

令和 5 年 1 月 5 日

（先方）
中坪 裕一氏（町田市保健所保健総務課長）
田村 光平氏（町田市保健所保健総務課担当課長）
林 泉彦氏（町田市医師会長）
村野 浩太郎氏（町田市医師会副会長）
中林 豊氏（町田市医師会副会長）
増子 達也氏（町田市医師会理事）
五十子 桂祐氏（町田市医師会理事）
阿部 斉人氏（町田市医師会事務長）
島津 元秀氏（多摩丘陵病院院長）
伊達 健夫氏（多摩丘陵病院常務理事）
小林 信之氏（ふれあい町田ホスピタル院長）
末原 知明氏（上相原病院事務長）

（当方）
河野 龍太（東京町田スパインクリニック（仮）院長）
川江 雅彦（総合メディカル株式会社）
東 伸龍（総合メディカル株式会社）

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域医療構想調整会議分科会に出席。
今回病床取得申請を行っている医療機関の概要、診療方針などを説明しました。
質疑応答において、主に下記4点の質問、要望がありました。
・休日、夜間における患者受け入れなど救急体制に関する協力依頼。
・看護師などの医療スタッフ確保に関して、地域からの引き抜き等を行わないかのご確認。
・地域や医師会業務への協力依頼。
・自院入院患者急変時に対する体制確保の要望。
休日、夜間の患者受け入れに関しては、クリニックの運営が安定した後、可能な限り協力させていただくと回答しまし
た。
スタッフ確保については院長の関係先からの確保を中心とし、足りない人員をハローワーク、民間求人媒体の使用、
派遣導入など含めて対応していく旨回答しました。
地域や医師会業務に関しては当院で対応可能な範囲でご協力する旨回答しました。
自院入院患者の急変時対応については、極力院内にて対応するとともに、地域の医療機関に連携を依頼させてい
ただきました。
上記の通り、各質疑に対して現段階での当院としての対応方針をご案内し、ご理解いただきました。

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

東京都福祉保健局へ本年9月末に病床取得の申請を行った旨案内し、事前相談計画書及び添付資料をご提出しま
した。

東京都福祉保健局へ本年9月末に病床取得の申請を行った旨案内し、事前相談計画書及び添付資料をご提出、
内容説明を行いました。
中坪課長、田村担当課長より、開業までのスケジュール表の作成についてご案内をいただきました。


